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The role of facilitator in a newly programmed course:
Community and Dentistry.

YOKOYA RYUJI1），OMORI TOSHIKAZU2），HATTORI KEITA1），KAMEKAWA YOSHIKI2），
IWAO SATOSHI1），FURUSAWA NATSUKI3），MASITA AYANA3），

TANIGUCHI HIROSHIGE4），GEN KEIKA5），SUMITOMO SINICHIRO6），
NAGAYAMA MOTOHIKO7），TOMOFUJI TAKAAKI8），FUJIWAEA SHU1，2）

朝日大学では 2016 年より，将来の地域医療を担当する歯科医師として，知識，技能，態度を基に自ら学
ぶ力と地域で活躍できる医療人に必要な能力を身につけることを目的として，「地域社会と歯科医療」が開
講されている．斬新的な試みとして，学年ごとに積み重ねるスパイラル教育と学習者を能動的学習に導くた
めにTBL（Team-based Learning）を行った．TBLチュートリアルを基盤とし4年間の軌跡の概要とアンケー
トよりファシリテーターの経験が重要であることが明らかとなった．
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Asahi University school of dentistry opened new cour ses in “Community and Dentistry”. The courses 
were carrying out programs to enrich medical persons’ abilities of self-learning based on knowledge, 
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来の歯科医師が地域社会で活躍するための基本的な人
間性の涵養が期待される教育手法である．歯科医学教
育における TBL の有効性がこれまでに（多数）報告
されており 9-11），一般形式の授業と比較して試験成績
の向上だけでなく，授業に先立ち予習を行うことで，
到達目標を学生が理解しやすく，達成感が得られやす
いと評価されている 12）．この TBL を導入するための
準備として，「地域社会と歯科医療」の科目をデザイ
ンするために地域歯科医療部が歯学部委員会として組
織され，その主導により，TBL に係わる全ファシリ
テーターを対象にワークショプ（WS）を行った．ファ
シリテーターの役割は，TBL において，学生の様々
な意見を収束させ，中立な立場から，スムーズな進行
の舵をとり，より良い結論へと導くこと（ファシリテー
ション）である．スパイラル教育により，学年が上が
るごとに，新たに参画を依頼するファシリテーターに
は，3 時間程のファシリテーター養成 WS の参加を必
須とした．都合により参加できなかった教員には資料
を提示し TBL 教育と本講義の趣旨の理解を求めた．
1 回目，2 回目とファシリテーターを経験することに
より，変化するファシリテーターの意識をアンケート
により調査した．

概略および方法

1．「地域社会と歯科医療」の概要
2016 年度より「地域社会と歯科医療Ⅰ」が 1 学年か

ら開講されて，学年縦断的にスパイラルに進み，2019
年度の 4 学年では「地域社会と歯科医療Ⅳ」が開講さ
れることになる．学年が上がることにファシリテーター
が増員される．2020 年度には 5 年目となり，臨床実習と
して地域連携の実際および訪問診療を体験学習するこ
とで教育デザインが完了する予定であったが，Covid-19
の感染拡大の影響により対面での実施が中止となったた
め，ビデオなどを用いた補完的な教育を行った．
「地域社会と歯科医療」は「GIO：将来の地域医療

を担当する歯科医師になるために，各自が仮想診療所
（私の歯科クリニック）を想定して，具体的にそのプ
ロセスについて必要な諸条件を学年縦断で他教科と関
連させながら段階的に学び，得られた知識，技能，態
度を基に地域社会で求められる仮想診療所を構築する
ために，自ら学ぶ力と地域で活躍できる医療人に必要

緒　　言

朝日大学歯学部のカリキュラムポリシーでは，「少
子高齢社会の進展に伴って多様化する歯科医療ニーズ
に対応し，岐阜県の地域性を生かし，口腔ケア，在宅
歯科診療，地域包括ケアシステム，他業種連携チーム
医療など，地域社会に貢献するための歯科医療を統
合的スパイラル教育にて学修する．」「積極的な自主的
学習態度と理論的思考能力を養い，問題発見・解決に
自ら取り組む学習手法を習得するために，探究型学習

（高次元アクティブラーニング）を活用する．」と策定
されている 1）．これらの教育課程の実践のために，朝
日大学では 2016 年より，将来の地域医療を担う歯科
医師として，自分の診療形態を実現するために，具体
的にそのプロセスについて必要な諸教科を 学年縦断で
段階的に学びながら，得られた知識，技能，態度を基
に自ら学ぶ力と地域で活躍できる医療人に必要な能力
を修得することを目的として，「地域社会と歯科医療」
が開講されている．この教科の特徴は，1．誰のため
の，何のための歯科医療かの理解，2．地域で望まれ
る歯科医師の人間関係作り，3．歯科医療に必要な知識・
技能・態度のトータル化とバランス，4．持続的な問
題解決型能動学習の習得，5．社会変化に応じた医療
サービスの必要性の理解，6．地域社会における歯科
医療の専門性との連携の必要性，7．地域医療におけ
る歯科医療の役割と実践法であり， 学ぶことにより医
療人としての力を身につけ，これからの歯科医療を担
える歯科医師の養成を意図して行われてきた．

チーム基盤型学習（Team-based Learning: TBL）
は，1970 年代後半に Michaelsen らがオクラホマ大学
ビジネススクールで 40 人クラスを 120 人に拡大する
必要に迫られ編み出した教育方略である 2）．その後，
Forest 大学や Baylor 大学で医療専門教育へ導入され
発展してきた 3-5）．少人数のグループで協力して課題
に取り組むことで，学習チームの力を引き出し，活用
する教育手法である Program-based learning との最
も大きな違いは，数十人から 200 人の大規模のクラス
を 5 人から 7 人のクラスに分けるため，少ない教員で
も小グループ学習を展開できる効率の良さを持つこと
であり 6-8），チームでの学習を通して，信頼性・責任性，
コミュニケーション能力，対人関係構築力といった将

manner and skill. As a novel trial, spiral education to repeat each grade and TBL (Team-based Learning) 
to guide active learning were carried out. This paper describes the outline of our TBL tutorial education 
for four years and importance of experience as its on the facilitator.

Key words：TBL （Team-based Learning）, facilitator, community
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な能力を身につける．」とされている．この教科目標
に到達するのに，1 年次から 5 年次までのスパイラル
に到達目標（SBOs）をデザインした（図 1）．

1 年次：地域社会と歯科医療（地域社会と地域の特
色を知る，学び方を学ぶ），2 年次：医療と福祉（医
療・福祉のプロセスを体験する，福祉と介護を知る），
3 年次：医療と社会（将来必要な医療の概要を知る，
患者の気持ちを知る，チーム医療を知る），4 年次：
歯科医療と医療システム（病診連携を知る，口腔と全
身の関係を知る），5 年次：歯科医療の地域連携（訪
問歯科診療の体験）と学年ごとにスパイラルに積み重
ねる．1 年次から 3 年次では，約 130 人の学生を 7 名
から 8 名の 18 グループに分け，これを 2 クラスで，
4 年次は 18 グループを 1 クラスで，30 時間ずつ実施
した．Moodle には事前学習資料がアップロードさ
れ，事後には，GRAT（Group Readiness Assurance 
Test）やIRAT（Individual Readiness Assurance 
Test）の結果などを掲示し，事後学習を投稿して閲覧

図 1　地域社会と歯科医療の流れ（各学年における SBOs）

図 3　包括支援ケアシステムを意識した特徴的な授業

図 4　包括支援ケアシステムを意識した特徴的な授業
車いすからベットへの移乗の実習

図 2　「地域社会と歯科医療（私の歯科クリニック）」
TBL の流れ

できるようにしている．各学年には，コーディネーター
の教員を 1 名配置し，朝日大学歯学部の全ての臨床科
目から 9 名ずつ（18 名）のファシリテーターの出務
を得た．本教科の評価方法は，おおむね MCQ（30%），
凝縮ポートフォリオのルーブリック評価（30％），体
験シート，学習成果のサマリー，振り返りシート，成
長報告書（成長エントリーシート）の評価（40％）と
し，シラバスにて学生には公表されている（図 2）．
特徴的な教育としては，1 年次では，地域歯科クリニッ
クの現状と課題について開業歯科医師（卒業生）の講
義を受けたり，食べ方，食べさせかたの実践実習およ
び夏季休暇中に地域歯科医院での体験学習を行ってい
る．2 年次では，地域包括支援システムを意識した特
徴的な講義として介護の基本とリハビリテーションお
よび地域医療：福祉の機関と職種で他業種より講義を
得ている（図 3）．理学療法士によるトランスファー・
体位変化の実践や，高齢者体験グッズ装着により視覚
低下，運動抑制などを体感する（図 4，5）．3 年次，4
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•
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年次には，Moodle を応用した e-leaning が特徴的で
ある．TBL 前にアップされた資料により学習者は予
習と学習を進めていく（図 6）．Moodle 上に提示され
た資料等を用いて知識を整理して，症例に取り組み（図
7-9），ファシリテーターの示した課題に Moodle 上で
回答をする e-learning で双方向の学習を進めた（図
10 に 1 例を示す）．

2．ファシリテーターに対するアンケート
“ 地域社会と歯科医療 ” が開講されて，スパイラル

教育の 3 年次の修了時には，ファシリテーターとして
望まれる役割に関して 5 項目の内容についてファシ
リテーター全員（25 名）を対象にアンケートを行い，
集計，分析を行った．回答は “ できた ” ～ “ できなかっ
た ” の 5 段階とし，本教科におけるファシリテーター
の目標を意図した設問とした（図 11）．初めてファシ
リテーターを経験した者と複数年経験した者につい
て，各ファシリテーターの達成感について検討を行っ
た（図 12-14）．

結　　果

1．アンケート結果
全てのアンケートに対して，初年度経験者に比べ，

複数年経験者が “ できた ”，“ 少しはできた ” が増加し
ている．特に，設問「2．各々のチームのプロセスを
管理し，チーム内のディスカッションを時間内に収め
る．」，「4．課題の内容をまとめながらチーム全員で協
力し，お互いに学び合う場作りができるよう誘導す
る．」「5．教科プログラムの進行に伴い，各学生のパ
ワーを引き出し，チームの成果が最大化するよう支援
して教科目標達成へのモチベーションを高める．」で
は，初年度経験者は “ できた ” とは回答されなかった．

考　　察

科目「地域社会と歯科医療Ⅰ～Ⅳ」は統合教科とし
てデザインされ，学年が上がるごとに，他業種との連
携，有病者の口腔衛生管理など，より高度で実践的な
課題となっていく．ファシリテーターする教員は，各
人それぞれの専門科目にかかわらず歯学部臨床系助教
以上の教員が担当するため，専門性が強い教科担当教
員にはかなりの戸惑いと取り組みの姿勢に差がみられ
た．もとより，超高齢化社会が急速に進み，地域連携，
他職種連携など，本教科が統合的に扱う領域は，学部
や大学院学生時に部分的にあるいはまったく習得する
機会がなく，臨床経験も無い者が大部分であり，WS
を受講したものの，ファシリテーター自身が教科担当
者として不安な要素が多かった．

受講学生では，増田らの報告にあるように，TBL
のグループにおいて自己学習しない学習者や協力しな
い学習者などのネガティブレコードが挙げられ 8），本
科目において，1年生では学習者としてのモチベーショ
ンの差が大きく，ファシリテーターの助言に戸惑う場
面があった．その対応として，特に，1 年生ではチー
ムを持たない経験豊富なファシリテーターが TBL 参
加意欲や学習意欲の少ない学生と，そのチームをサ

図 5　包括支援ケアシステムを意識した特徴的な授業
高齢者疑似体験実習

図 6　Moodle による資料，症例，IRAD，ポストテスト
掲示例
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図 7　口腔乾燥症の資料

図 8　症例の提示　診察・検査所見 図 9　症例の提示　既往・服薬歴

ポートし，本教科の学びについての必要性や，チー
ムでの個々の役割を学生に丁寧にファシリテーション
を行う必要があった．科目の回数を重ねるごとに，ま
た特徴的な授業で疑似体験などをすることで徐々に
解消した．個人学習への取り組みが不良な学生には，
IRAT，GRAT，アピールとフィードバックによるプ
ロセス（Readiness Assurance Process, RAP）が個人
学習に対する責任性 13）を向上させるといわれており，
意図的に学習者の興味を誘導するようにした．学年が
進むにつれて，学習課題がより臨床的になり，チーム
で取り組む意味 14）を体感し，理解が深まり能動的学

習への有効な取り組みを促進できたと考えられる．し
かしながら，統合講義であるがゆえに，内科学などの
隣接医学等が未修了のためバックグランドが脆弱で事
前学習のための資料提供に配慮が必要であった．

スパイラル教育を進めるなかで，「地域社会と歯科
医療」を受講していない留年者に補修講義を行なっ
て TBL チュートリアルの学習法を説明し，体験させ
た．また，下級学年の学習内容を補足するための資料
を提示したがTBLに積極的に参加する意欲が乏しく，
本教科の問題点がみられた．積極的参加を促すよう
にファシリテーターが行いチームで学ぶ重要性をチー
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ム全員に理解を促し，TBL を重ねるうちにチームの
一員として行動できるようになる行動変容が観察され
た．さらにチーム内で協力が生じ，自己学習に差があ
る，あるいは参加意欲の低い人がいても，「様々の人
がいるし，受け入れることも必要」14）とチームで取り
組む意味を体現するチームも観察された．

ファシリテーターの役割として期待される項目に対
するアンケートでは，複数年経験者が “ できた ” およ
び “ 少しできた ” の割合が初年度経験者の 2 倍以上を

示し，すべてのアンケート項目で 70％以上であった
ことはファシリテーターに対する FD 研修会の必要性
を示唆するものである．「5．教科プログラムの進行に
伴い，各学生のパワーを引き出し，チームの成果が最
大化するよう支援して教科目標達成へのモチベーショ
ンを高める．」はファシリテーターが TBL でファシ
リテーターの役割を実体験することが重要であると考
えられた．

図 11　アンケート調査の内容

図 10　ファシリテータと学生とのやり取りの一例
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図 12　アンケート調査の結果

図 13　アンケート調査の結果

16%

60%

16%

8% 0% 12%

25%

25%

25%

13%

31%

46%

15%

8%0%

32%

40%

8%

20%
0% 0%

37%

25%

25%

13%

54%
31%

7%
8%0%

8%

52%16%

24%

0% 12%

13%

50%

25%

0%
15%

62%

15%

8% 0%

16%

56%

12%

16%
0% 0%

25%

37%

25%

13%

31%

46%

15%

8% 0%



34

結　　論

学年縦断で諸教科を段階的に学びながら，得られた
知識，技能，態度を基に自ら学ぶ力と地域社会で活躍
できる医療人に必要な能力を身につけることを目的と
して，「地域社会と歯科医療」が開講された．1 年次，
2 年次と TBL を行う中で，学習に取り組む姿勢や問
題解決にあたる能動的学習が行われるようになり，学
年が上がるごとに，前年度の学習が次年度の学習を促
した．その結果，スパイラル教育の効果がみられた．

ファシリテーターは，複数年経験することで，より
目的に沿って学生をファシリテーションできるようにな
り，ファシリテーションを経験する重要性が示唆された．
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